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2KASHIMA GIKAI DAYORI

平成30年　第３回

９月定例会
９月３日～７日

　報告ほか、専決処分、条例改正、補正予算、認定など計22件
が提案され全案件を承認・可決・認定しました。

報　告

議案審議　承認・可決された議案

○報告第９号　平成29年度決算に基づく健全化判断比率の報告について
・地方公共団体の財政の健全化の基準となるもの（実質赤字比率、実質公債費比率等）

○報告第10号　平成29年度決算に基づく資金不足比率の報告について
・公営企業会計（公共下水道事業、簡易水道事業）の資金不足状況を示すもの

○報告第11号　災害復旧工事協定書の一部変更協定について
・県と協定を交わした団体営農地等災害復旧事業を3,400万円増額し、3億7,730万円とするもの

○報告第12号　嘉島処理区災害復旧工事（3工区）変更契約について
・請負金額を7,212,266円増額し、79,788,266円とするもの

○専決処分の報告並びに承認を求めることについて
　専議第8号　平成30年度嘉島町一般会計補正予算（第2号）

・既定の歳入歳出予算の総額に変更はなく、予備費から消防費へ844千円組替するもの（井寺消防団が
熊本県消防操法大会に出場するため）

議長・副議長就任の挨拶・９月定例会

副
議
長
就
任
挨
拶

議
長
就
任
挨
拶

　

こ
の
た
び
、
８
月
の
臨
時
会
お
き
ま
し
て
、

議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
、
嘉
島
町
議

会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
と
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
、
町
議
会
が
持
て

る
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ま
だ
熊
本
地
震
の
爪
あ
と
も
残
る
な
か
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
道
や
河
川
、
下
水

道
、
農
業
施
設
等
の
復
旧
事
業
が
着
実
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
の
再

建
と
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
な
生
活
環

境
づ
く
り
を
、
執
行
部
と
一
丸
と
な
り
、
誠
心

誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ

り
、
嘉
島
町
議
会
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
と

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
そ

の
責
務
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
と
同
時
進
行
で
取
り
組
む
定
住
促
進
や
企
業

誘
致
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
歩
み

出
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
と
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
声
を

受
け
止
め
、
議
長
、
各
議
員
と
共
に
議
会
運
営

に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
指
導

の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

木
下　

徹

宮
本　

睦
生

第28号嘉島町議会だより
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９月定例会

認定議案　認定された議案

○嘉島町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例の制定について
・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が公布されたこと

に伴い、本条例の一部を改正する必要があるため

○嘉島町都市公園条例の一部を改正する条例の制定について
・都市公園法の改正により都市公園の占用を認めることができる施設として、保育所その他の社会福祉

施設が追加されたことに伴い、その占用料の額を定めるため、本条例の一部を改正する必要がある
ため

○熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について
・広域連合の規約を変更するため［議員定数（32人→45人）、任期の変更（2年→任期期間）］

○平成30年度　嘉島町一般会計補正予算（第3号）
・既定の歳入歳出予算の総額に3億356万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を57億2,141万円とす

るもの

○平成30年度　嘉島町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
・既定の歳入歳出予算の総額に1億3,419万9千円を追加し、歳入歳出予算の総額を11億7,390万3千円

とするもの

○平成30年度　嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計補正予算（第1号）
・既定の歳入歳出予算の総額に29万9千円を追加し、歳入歳出予算の総額を43万9千円とするもの

○平成30年度　嘉島町介護保険特別会計補正予算（第1号）
・既定の歳入歳出予算の総額に9,347万7千円を追加し、歳入歳出予算の総額を9億2,090万9千円とす

るもの

○平成30年度　嘉島町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）
・既定の歳入歳出予算の総額に5,986万3千円を追加し、歳入歳出予算の総額を4億5,933万2千円とす

るもの

○平成30年度　嘉島町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）
・既定の歳入歳出予算の総額に152万円を追加し、歳入歳出予算の総額を1億2,206万1千円とするもの

○平成30年度　嘉島町簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）
・既定の歳入歳出予算の総額に52万1千円を追加し、歳入歳出予算の総額を2,282万円とするもの

○平成29年度　嘉島町一般会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町住宅新築資金等貸付特別会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町介護保険特別会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
○平成29年度　嘉島町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算
　　　　　　　　　　　平成29年度　決算状況（一般会計・特別会計）　　　　　　（単位：円）

会　　計　　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引残額
一　般　会　計 7,764,421,638 7,314,840,139 449,581,499

特
別
会
計

国民健康保険 1,421,142,984 1,276,943,735 144,199,249
住宅新築資金等貸付 439,965 120,000 319,965
介 護 保 険 839,606,066 755,727,379 83,878,687
公共下水道事業 840,608,815 768,475,496 72,133,319
後期高齢者医療 107,797,293 105,230,518 2,566,775
簡易水道事業 167,408,547 161,020,303 6,388,244

第28号 嘉島町議会だより
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一般質問
　

町
道
上
六
嘉
大
六
橋
線

は
交
通
量
が
増
加
し
て
い

る
の
で
、
１
日
も
早
い
歩

道
の
完
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　

ま
た
、
他
の
歩
道
設
置

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　

町
道
上
六
嘉
大
六
橋
線

は
、
町
を
南
北
に
縦
断
し

て
国
道
４
４
５
号
と
県
道

画
図
秋
津
線
を
結
ぶ
重
要

な
路
線
で
あ
り
、
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

等
の
商
業
施
設
の
進
出
等

に
よ
り
、
自
動
車
等
の
交

通
量
が
多
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
25
年
度
よ
り
、
町

道
中
学
校
線
か
ら
総
合
運

動
公
園
ま
で
の
約
1.7
㎞
に

つ
い
て
歩
道
の
整
備
事
業

を
実
施
し
て
お
り
、
現
在

の
進
捗
状
況
は
、
用
地
取

得
が
85.6
％
、
歩
道
整
備
が

48.5
％
で
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
防

災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交

付
金
を
活
用
し
て
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
交
付
額
の
配

分
に
よ
り
完
成
時
期
が
見

通
せ
な
い
状
況
で
は
あ
り

ま
す
が
、
早
期
完
成
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、上
仲
間
地
区
（
町

道
滝
河
原
下
仲
間
線
）、
上

島
地
区
（
町
道
上
島
滝
河

原
線
）の
歩
道
設
置
を
、
現

在
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
帰
宅
放
送
を
児

童
の
声
で
放
送
し
て
は
ど

う
か
。
地
域
の
関
心
も
高

ま
り
、
子
ど
も
達
の
安
全

に
対
す
る
意
識
も
高
ま
る

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
時
間
も
検

討
し
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
か
。

　　

以
前
は
、
定
時
に
時
刻
を

知
ら
せ
る
チ
ャ
イ
ム
と
メ
ロ

デ
ィ
だ
っ
た
も
の
を
、
平
成

26
年
か
ら
、
現
在
の
よ
う
に

職
員
の
音
声
に
よ
り
帰
宅
を

促
す
内
容
で
放
送
し
て
い
ま

す
。

　

児
童
の
声
で
の
放
送
に

つ
き
ま
し
て
は
、
録
音
に

当
た
っ
て
学
校
の
協
力
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
と
も
協

議
し
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
放
送
時
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
放
送
開
始

当
時
に
教
育
委
員
会
、
学

校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
議
さ

れ
、
小
学
校
で
帰
宅
時
間

と
し
て
指
導
さ
れ
て
い
る

夏
季
（
３
月
～
９
月
）
を

午
後
６
時
、
冬
期（
10
月
～

２
月
）を
午
後
５
時
と
決
定

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
30
分
前

の
予
告
放
送
と
合
わ
せ
て

２
回
放
送
し
て
お
り
、
現

在
の
時
間
で
の
放
送
は
定

着
し
習
慣
に
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
現

状
の
継
続
が
好
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

荒
木
町
長
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
８
期
32
年
に
わ

た
り
、
町
政
の
か
じ
取
り

を
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
町
民
の
永
年
の

悲
願
で
あ
り
ま
し
た
加
勢

川
改
修
事
業
を
始
め
、
土

地
区
画
整
理
事
業
、
企
業

誘
致
等
々
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
、
我
が
町
も
「
活

力
の
あ
る
、
元
気
な
町
」

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、「
ゆ
う
す
い
の
杜
」（
東

部
台
地
）
や
芝
原
地
区
の

土
地
区
画
整
理
事
業
、
熊

本
地
震
対
策
等
、
色
々
な

事
業
や
施
策
も
山
積
し
て

お
り
ま
す
し
、
現
在
、
荒

木
町
長
は
全
国
927
町
村
の

ト
ッ
プ
で
あ
る
「
全
国
町

村
会
会
長
」
の
要
職
に
あ

ら
れ
任
期
の
途
中
で
も
あ

建
設
課
長

総
務
課
長

中
津 

芳
春 

議
員

森
田 

義
雄 

議
員

次
期
町
長
選
挙
へ
の

出
馬
は

町
道
上
六
嘉
大
六
橋

線
の
歩
道
設
置
工
事

の
進
捗
状
況
は

建
設
課
長

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成

31
年
２
月
に
町
長
の
任
期

が
満
了
し
ま
す
が
、
次
期

町
政
に
対
す
る
決
意
並
び

に
抱
負
等
に
つ
い
て
お
尋

ね
し
ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
議
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様

方
に
支
え
ら
れ
て
町
政
運

営
に
努
め
て
参
り
ま
し

た
。
昭
和
62
年
２
月
に
町

長
に
就
任
し
ま
し
た
当
時

を
顧
み
ま
す
と
、
純
農
村

地
帯
で
、
水
害
常
襲
地
帯

で
あ
り
ま
し
た
。「
熊
本
市

に
合
併
す
る
以
外
、
町
の

生
き
る
道
は
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
、
合
併
運
動
が

展
開
さ
れ
て
い
た
時
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　

就
任
１
ケ
月
後
に
定
例

市
議
会
が
あ
り
、
嘉
島
町

と
の
合
併
審
議
に
つ
い
て

は
継
続
審
議
と
な
り
事
実

上
の
廃
案
。
合
併
で
き
な

く
な
っ
た
た
め
「
自
分
た

ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
作

ろ
う
」
と
考
え
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
町
づ
く

り
を
し
よ
う
と
の
思
い
で
、

１
軒
に
１
枚
ず
つ
男
女
別

年
代
別
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
し
、
各
団
体
と
の
聞

き
取
り
調
査
も
行
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
嘉
島
町

の
印
象
は
「
水
害
常
襲
地

帯
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に

通
り
過
ぎ
る
町
」。
ま
た
、

「
買
い
物
が
で
き
る
商
業

施
設
が
ほ
し
い
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
ま
と
め
て
「
水
辺

の
郷
づ
く
り
基
本
構
想
」

を
策
定
し
ま
し
た
が
、
基

本
構
想
を
見
ま
す
と
、
夢

の
よ
う
で
実
現
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
と
感
じ

ま
し
た
が
、
そ
の
目
標
に

向
か
っ
て
頑
張
ら
な
け
れ

ば
と
の
思
い
で
、
議
会
・

職
員
・
町
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま

で
町
づ
く
り
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

　

河
川
改
修
は
、
平
成

11
年
に
概
成
し
ま
し
た

が
、
河
川
改
修
要
望
と
並

行
し
な
が
ら
企
業
誘
致
も

行
い
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
誘

致
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
今
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
は
当
時
、
地

場
ス
ー
パ
ー
の
寿
屋
が
出

店
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

共
同
店
舗
く
ら
い
の
商
業

施
設
が
欲
し
い
と
い
う
の

が
、
当
時
の
女
性
の
皆
さ

ん
の
希
望
で
し
た
が
、
寿

防
災
行
政
無
線
の
帰

宅
放
送
に
つ
い
て

町
長

第28号嘉島町議会だより
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鍋
田
　 

平 

議
員

屋
が
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
大
き
な
期
待
が
あ
り

ま
し
た
が
倒
産
。
そ
の
後

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
、
そ

し
て
イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
土
地

区
画
整
理
事
業
や
企
業
誘

致
も
並
行
し
て
行
い
ま
し

た
。
現
在
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
や
河
川
改
修
も

で
き
、
企
業
誘
致
も
進
み

町
づ
く
り
を
進
め
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
道
半
ば
で

ご
ざ
い
ま
す
。
熊
本
地
震

が
発
生
し
て
２
年
５
ケ
月

近
く
が
経
過
し
ま
す
が
、

震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
目
途
が
つ
き
ま
し
た
が

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
生

活
再
建
も
道
半
ば
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
東
部
台

地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
の

土
地
区
画
整
理
事
業
も
こ

れ
か
ら
着
手
す
る
時
期
で

も
ご
ざ
い
ま
す
。
住
ん
で

よ
か
っ
た
「
水
の
郷
か
し

ま
」
そ
し
て
、
安
全
で
安

心
な
町
づ
く
り
、
誇
れ
る

町
づ
く
り
を
実
現
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で

議
会
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
頂
い
て
、
次
期
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
も
、
立

候
補
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て

町
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
さ
ん
方
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

基
盤
整
備
内
道
路
を
農

耕
作
業
車
で
走
行
中
、

一
般
車
両
か
ら
「
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
さ
れ
邪
魔

に
な
る
ぞ
」
と
思
わ
れ
る

態
度
を
受
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

基
盤
整
備
内
道
路
は
農

業
地
権
者
の
協
力
で
出
来

た
道
路
で
あ
り
、
一
般
車

両
の
理
解
を
得
る
た
め
は

「
農
耕
車
優
先
看
板
の
設

置
」
が
必
要
と
思
う
が
、

設
置
で
き
な
い
か
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
一

般
交
通
の
用
に
供
す
る
道

路
で
議
会
の
議
決
を
経

て
、
町
長
が
認
定
し
た
も

の
で
す
。
よ
っ
て
、
一
般

車
両
を
目
的
と
し
ま
す
の

で
、
特
定
の
車
を
優
先
す

る
こ
と
は
出
来
ず
、
そ
の

よ
う
な
標
識
や
看
板
の
設

置
は
で
き
ま
せ
ん
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
道
は
、
農
用
地
な
ど

に
設
け
ら
れ
た
道
路
で
、

ト
ラ
ク
タ
ー
や
コ
ン
バ
イ

ン
な
ど
の
低
速
度
の
農
業

用
機
械
が
通
行
し
た
り
、

積
み
お
ろ
し
作
業
を
行
う

た
め
道
路
脇
に
駐
停
車
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ほ
場
整
備
内
の
農
道
は

路
線
ご
と
に
道
路
管
理
が

町
と
土
地
改
良
区
に
分
か

れ
て
お
り
、
今
後
、
設
置

が
必
要
と
思
わ
れ
る
個
所

が
あ
れ
ば
、
関
係
土
地
改

良
区
と
協
議
し
て
、
看
板

設
置
も
可
能
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
法
的
拘
束
力
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も

注
意
喚
起
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
介

護
保
険
料
が
高
く
な
っ
た

要
因
は
。

　

ま
た
、４
月
、６
月
、８
月

の
納
付
額
と
10
月
、12
月
、

２
月
の
納
付
額
に
差
が
あ

る
の
は
な
ぜ
か
。

　

介
護
保
険
料
は
、
嘉
島

町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
会
に
よ
り
、
十

分
協
議
を
重
ね
、
基
準
と

す
る
月
額
が
４
，７
０
０
円

か
ら
６
，４
０
０
円
に
増
額

さ
れ
ま
し
た
。

増
額
さ
れ
た
要
因
が
３
点

あ
り
ま
す
。

①
高
齢
者
人
口
の
増
加
推

計
で
す
。
平
成
29
年
度
２
，

４
３
２
人
か
ら
平
成
32

年
度
に
は
２
，４
８
９
人

（
57
人
の
増
加
・
増
加
率

2.3
％
）

②
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
の
推
計
で
す
。
平
成

29
年
度
511
人
か
ら
平
成
32

年
度
に
は
584
人
（
73
人
増

加
・
増
加
率
14.3
％
）

③
介
護
保
険
給
付
に
必
要

な
費
用
の
合
計
の
推
計
で

す
。
第
６
期
（
27
～
29
年

一般質問

町
民
課
長

度
）
約
20
億
４
千
万
円
、

第
７
期
（
30
～
32
年
度
）

約
26
億
９
千
万
円
。
７
期

の
基
準
額
は
６
，４
０
０

円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
前
年
の
所

得
に
基
づ
い
て
決
ま
り
ま

す
が
、
前
年
の
所
得
は
６

月
以
降
に
確
定
す
る
た
め
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
い

る
方
は
、
４
月
、
６
月
、
８

月
は
前
年
度
２
月
と
同
額

の
保
険
料
（
仮
徴
収
）
で

す
。
ま
た
、
10
月
、
12
月
、

２
月
は
確
定
し
た
保
険
料

（
本
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

確
定
し
た
年
間
保
険
料
か

ら
、
仮
徴
収
し
た
金
額
を

差
し
引
い
た
額
で
納
付
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
納
付
額
に
差

が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
納
付
書
と
と
も
に
、

『
介
護
保
険
料
の
お
知
ら

せ
』
の
チ
ラ
シ
を
添
付

し
、
周
知
し
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
町
民
課
へ
お
尋

ね
下
さ
い
）

　

嘉
島
町
総
合
運
動
公
園

は
、
利
用
者
も
多
く
公
園

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
豪
雨
時

は
管
理
棟
内
に
雨
水
が
流

れ
込
み
、
ト
イ
レ
は
水
浸

し
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
輪
場
は
雨
漏

り
の
た
め
、
雨
水
が
駐
輪

場
内
に
溜
ま
る
状
況
で
す
。

補
修
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

　

管
理
棟
へ
の
浸
水
に
よ

る
ト
イ
レ
利
用
の
不
具
合

に
つ
い
て
は
利
用
者
の
皆

様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
お
り
ま
す
。
ト
イ
レ
は
管

理
棟
内
に
存
在
す
る
も
の

の
、
常
時
開
放
状
態
の 

屋

外
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
よ
り
続
く

通
路
の
中
ほ
ど
に
位
置
し

て
い
る
た
め
雨
水
が
流
入

し
易
い
状
況
で
し
た
。
よ
っ

て
、
雨
水
の
流
入
口
と
な
る

通
路
の
開
口
部
へ
扉
の
設

置
を
行
い
、
通
路
及
び
ト
イ

レ
内
へ
の
流
入
抑
制
並
び

に
防
犯
性
向
上
対
策
を
行

い
ま
し
た
。

　

駐
輪
場
の
雨
漏
り
に
関

し
て
は
採
光
窓
の
外
枠
の

劣
化
が
原
因
で
あ
っ
た
た

め
補
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
施
設
の
利
便
性

向
上
の
た
め
維
持
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

社
会
教
育
課
長

農
政
課
長

建
設
課
長

農
耕
車
優
先
看
板
の

設
置
を

	

嘉
島
町
総
合
運
動
公

園
管
理
棟
の
補
修
は

第28号 嘉島町議会だより



6KASHIMA GIKAI DAYORI

　町議会議員人権研修会が９月７日の午後２時より開催

され、講師に前南関町教育長 大里耕守 先生をお迎えし、

「誰もが輝く差別のない人権尊重の町づくり―部落差別解

消推進法の成立をうけて」の演題でご講演を頂きました。

　「部落差別解消推進法」の成立（2016年）にいたるまで

の、人権尊重社会確立への潮流について詳しく話された。

　特に強調されたのは

      

　   そのためには、 ①くり返し学び続け、人権意識を高めること
	 ②「差別の相続人」をつくらないこと
	 ③人権課題への積極的対応力を涵養すること
が重要であることを再認識した研修会でした。

　議会としても、人権感覚をさらに磨き、誰もが輝く人権尊重の町づくりに努めていきたい。
（報告者：中津　芳春）

人権研修会・議員研修

町議会議員人権問題を学ぶ

「地方創生とまちづくり～地域経済の好循環をつくる～」
  講師　株式会社　いろどり代表取締役社長　横石　知二　氏　

― 葉っぱを売って事業にする ―
　10月４日（木曜日）嘉島町民会館で、県町村議会議員研修会が行

われました。

　講師の横石知二氏は、徳島県上勝町農協に営農指導員として入

所され、地元農産物の売上増進に寄与。料理の添え物として用い

る様々な葉っぱ売ることを決意し、「彩（いろどり）」という商品を開

発。販売。第三セクター株式会社いろどり代表取締役社長。

　現在の彩事業は、昭和61年にスタートし、平均年齢約70歳（最高年齢は92歳）165軒の農家が

参加し、年収1,500万を超える農家もいる。商品は320種

類あり、１年を通して仕事を作ることにより、定住できる仕

事を創出。高齢者が使える情報ネットワークシステムを開

発。平均年齢70歳のお年寄りがイキイキ働き、高収入を得

る姿は「究極の高齢者福祉産業」とも言われています。

　各町村においては、少子高齢化が進む中、今後のまちづ

くりに大きなヒントを戴いたような素晴らしい講話でした。
（報告者：春日　堅一）

○ 正しく理解できる人権教育・啓発の取り組みを !
○ 人によってつくられた差別は、人の力で糾す決意を！

議員研修（熊本県町村議会議長会主催）

第28号嘉島町議会だより
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一 部 事 務 組 合 議 会 報 告

一部事務組合議会報告

上益城消防組合

上益城広域連合

御船地区衛生施設組合

益城・嘉島・西原環境衛生施設組合

議会報告

議会報告

議会報告

議会報告

議会報告

条例改正及び決算認定、補正予算が提案され、認定・可決しました。

財産の取得及び決算認定が提案され、可決・認定しました。

決算認定及び補正予算が提案され、可決・認定しました。

決算認定及び補正予算が提案され、可決・認定しました。

２議案が提案され、原案のとおり可決しました。

		平成30年第２回定例会（平成30年８月７日開催）

		平成30年第２回定例会（平成30年８月29日開催）

		平成30年第２回定例会（平成30年８月18日開催）

		平成30第２回定例会（平成30年９月５日開催）

		平成30年第２回臨時会（平成30年10月２日開催）

・平成29年度上益城消防組合一般会計剰余金の処分について
・平成29年度一般会計歳入歳出決算について
  （歳入決算額990,170,755円　歳出決算額975,017,596円）　
・平成30年度一般会計補正予算（第１号）について
・上益城消防組合職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について

・介護認定支援システム機器導入事業
・平成29年度一般会計歳入歳出決算について
  （歳入決算額70,339,727円 歳出決算額66,329,151円）

・平成29年度一般会計歳入歳出決算について
 （歳入決算額215,702,012円　歳出決算額192,022,744円）　
・平成30年度一般会計補正予算（第１号）について

・議長の選挙があり、鍋田議員が議長に就任しました。
・平成29度一般会計歳入歳出決算について
　（歳入決算額629,632,113円　歳出決算額557,981,154円）
・平成30年度一般会計補正予算（第１号）について

・救急自動車寄贈に伴う艤装及び高度救命処置用資器材整備の契約締結について
・平成30年度一般会計補正予算（第２号）について

第28号 嘉島町議会だより



編
集
後
記

委 

員 

長
　
宮
本
睦
生

副
委
員
長
　
春
日
堅
一

委
　
　
員
　
森
田
義
雄

委
　
　
員
　
中
津
芳
春

委
　
　
員
　
境
野
隆
文

委
　
　
員
　
川
野
伸
一

発
行
責
任
者
／　

　
　

議　
　

長　

木
下　

徹

熊
本
地
震
か
ら
２
年
６

か
月
経
ち
ま
し
た
。

議
会
で
は
、
町
執
行
部

と
一
丸
と
な
り
完
全
な
復

興
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
３
名

の
議
員
か
ら
「
町
民
の

方
々
が
安
全
・
安
心
し
て

暮
ら
す
為
に
は
」
な
ど
の

質
問
が
あ
り
、
町
長
に

は
、「
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
事
業
や
将
来
へ
向
け

て
如
何
な
る
展
望
が
あ
る

の
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

も
ら
い
、
議
員
活
動
を
ご

理
解
し
て
頂
く
こ
と
は
勿

論
で
す
が
、
議
場
へ
直
接

お
越
し
頂
き
、
議
会
傍
聴

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
宮
本
）

主な議会活動（平成30年8月から9月まで）嘉
島
町
議
会
広
報

第
28
号

発
行
・
嘉
島
町
議
会

嘉
島
町
役
場　

議
会
事
務
局

募集してます。
みなさんの意見などお聞かせ下さい。
議会だよりの「声」も募集しております。

※次の議会は、12月に開催予定です。
議会の傍聴は議会当日に手続きすれば、どなたでも傍聴できます。

「声」の募集や傍聴などのお問い合わせは、議会事務局まで。（237-1111）

再生紙を使用しています。

月　　日 項　　　　目 場所等

8月  1日 第１回臨時会 役場議会議場

8月  6日 町村議会正副議長研修会（正副議長） 自治会館

8月  7日 第２回上益城消防組合定例議会（境野・川野） 組合本部議場

8月  9日 平成30年度一般国道266号三角・嘉島間整備促進期成会第35回
通常総会（議長） 宇城市役所

8月16日 例月現金出納検査（清﨑議選監査委員） 監査委員室

8月16日 嘉島町都市計画審議会（川上・森田・境野） 役場庁議室

8月22日 上益城郡学校人権研究大会（議長） 嘉島町民体育館

8月23日 議会運営委員会 役場庁議室

8月24日 九州中央自動車道建設促進地方大会（議長） 高千穂町武道館

8月28日 第２回御船地区衛生施設組合議会定例会（森田・春日） 組合会議室

8月29日 第２回上益城広域連合議会定例会（川上・清﨑） 福祉センター

9月  4日 第２回益城、嘉島、西原環境衛生施設組合議会定例会（木下・鍋田） 組合事務所

9月3日
～7日

第３回定例会
全員協議会
議員人権研修会

役場議会議場
議員控室
役場中会議室

9月14日
～10月11日

広報特別委員会　第28号第１回～第３回編集会議 監査委員室

9月12日 嘉島町敬老会（正副議長） 嘉島町民会館

9月19日 例月現金出納検査（清﨑議選監査委員） 監査委員室

9月20日 福島県小野町議会厚生産業常任委員会行政調査（正副議長） 役場大会議室

9月28日 上益城地区社会人権教育研究大会（全議員） 御船町
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8KASHIMA GIKAI DAYORI

第28号嘉島町議会だより


